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男女共同参画に関する講座・研修等の開催回数

男女共同参画に関する講座等の開催回数

審議会等における女性の登用率

政策・方針決定の場における男女共同参画の推進
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適切 有効性： 適切 最終評価確認者： 共生社会推進室長　渡邉　知子

目
的

概
要

・第3次亀山市男女共同参画基本計画の策定により、今後5年間における基本的な計画を定める。
・男女共同参画社会の実現に向け、役割分担意識を解消するよう各種啓発活動や情報提供を行うとともに、学習機会等の充実
に努める。
・市の管理職、各種審議会等に女性を積極的に登用するとともに、あらゆる政策・方針決定の場における男女共同参画を促進す
る。
・ワーク・ライフ・バランスの推進について、新たな手法を検討していく。

男女が性別にかかわりなく、個性と能力を十分発揮できる機会が確保されることにより、自らの意思によって社会の様々な分野
における活動に参画し、共に責任を担う男女共同参画社会の実現をめざし、男女共同参画を実現する意識づくりやあらゆる分野
における男女共同参画の推進や心身ともに健やかで安心して暮らせる環境づくりを進めていく。

２７年度

総コスト 5,157

一般財源 822 763

4,394 平均給与額×③
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受益者負担額
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総合判定
亀山市男女共同参画に関する市民意識調査を実施し現状把握と課題を検討しながら、第3次亀山市男女共同参画基
本計画を策定し、今後の男女共同参画推進における基本的な方向を定めた。
男女共同参画週間にあわせ開催した三重県内男女共同参画連携映画祭では映画上映の他にパネル展示やアフター
トークにより、意識の高揚を図った。
ワーク・ライフ・バランスの推進につき、来年度に向け検討し市民一人ひとりに実践していただける事業の構築ができ
た。

Ｂ
まずまず進んだ

男女共同参画基本計画の策定後には、実施に向け、施策の推進を働き掛ける必要がある。
新たなワーク・ライフ・バランス推進事業に向け、さまざまな機関と連携をとり、多様な施策で意識啓発を図る必要がある。

今後も男女共同参画審議会にて審議を行い、男女共同参画の推進を図っていくとともに、庁内においても具体的な施策や進捗管理を
行っていく。
ワーク・ライフ・バランス事業の実施については、市民や事業所、地域など広範囲対象に、啓発を行っていく。

事業目的の妥当性：

前年度からの繰越額

総人件費 4,394
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年度計画 年度実績
・平成28年度亀山市男女共同参画に関する市民意識調査の実
施。第3次亀山市男女共同参画基本計画の策定
・男女共同参画審議会の開催　4回
・三重県内男女共同参画連携映画祭　入場者　758人
・家族の時間づくり事業の実施（5月2日を幼稚園、小中学校の休
業日に設定）後、評価を行い新たなワーク・ライフ・バランス推進
事業の検討
・雇用対策協議会でのワーク・ライフ・バランス研修会の実施協力

県支出金

再
掲
翌年度への繰越額

その他 受益者負担率 0.0% ⑤　/　⑥
地方債

国庫支出金 所要人員 0.60

人
件
費

総人件費 4,394
事業費 822 763 一般職員人件費

計画額 予算額 決算額
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対象 職員、市民、地域活動・市民活動団体、事業所等

③
指
標

施策の方向 01:男女共同参画社会を実現する意識づくり 項 社会教育費
戦略ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 目 社会教育総務費

施
策
体
系

基本施策の大綱 02:市民参画・協働と地域づくりの推進 財
務
科
目

会計 一般会計
基本施策 04:男女共同参画の推進 款 教育費

単位

Ｈ28(標準事業)

①
基
本
事
項

計画コード 事業名 部名 市民文化部文化振興局
19251-1 男女共同参画事業 室名 共生社会推進室


